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に
は
決
し
て
な
れ
な
い
点
で
「
摂
関
家
」
と
の
格
差
は
明
ら
か
だ
が
、
そ

の
下
の
「
羽
林
家
」「
名
家
」
と
い
う
家
格
と
は
隔
絶
し
た
高
位
に
あ
っ

た
。
豊
臣
大
名
の
序
列
も
こ
れ
に
倣
い
、「
清
華
成
」「
公
家
成
」「
諸
大

夫
成
」
の
三
段
階
が
確
認
さ
れ
る
。「
公
家
成
」
と
は
「
羽
林
家
」「
名
家
」

に
相
当
す
る
家
格
で
あ
る
か
ら
、「
清
華
成
」
と
「
公
家
成
」
に
も
格
差

が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
が
、
同
時
に
、
や
は
り
摂
政
・
関
白
に
は
な
れ
な

い
点
で
、「
豊
臣
摂
関
家
」
と
の
格
差
も
明
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の

創
出
は
秀
吉
の
晩
年
で
は
な
く
天
正
十
六
年
（
一
五
八
八
）
の
こ
と
で
、

通
説
の
い
う
「
五
大
老
」
の
成
立
時
期
と
比
較
す
る
と
大
き
な
開
き
が
あ

る（
１
）。

秀
吉
の
天
下
一
統
政
策
に
お
い
て
、
な
ぜ
大
名
の
掃
討
戦
が
そ
れ
ほ

は
じ
め
に

　

羽
柴
秀
吉
が
晩
年
に
「
五
大
老
」
を
創
出
し
、
そ
の
筆
頭
・
徳
川
家
康

に
政
権
運
営
を
託
し
た
と
の
通
説
的
評
価
は
い
ま
だ
根
強
い
。
こ
れ
に
対

し
、
私
は
「
清
華
成
」
大
名
と
い
う
存
在
を
指
摘
し
て
き
た
。

　
「
清
華
成
」
と
は
「
豊
臣
摂
関
家
」
に
つ
ぐ
豊
臣
大
名
の
地
位
で
、
公

家
の
家
格
で
「
摂
関
家
」
に
つ
ぐ
「
清
華
家
」
に
列
せ
ら
れ
る
こ
と
を
指

す
。
公
家
社
会
に
お
い
て
、「
清
華
家
」
は
極
官
（
最
終
的
に
昇
進
可
能

な
官
職
）
を
太
政
大
臣
・
近
衛
大
将
と
す
る
家
柄
で
あ
り
、
摂
政
・
関
白

上
杉
家
の
上
洛
・「
清
華
成
」
と
儀
礼
認
識

―
「
清
華
成
」
の
認
知
度
―

矢
部
健
太
郎
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ど
徹
底
さ
れ
ず
、「
惣
無
事
」
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
な
私
戦
禁
止
政
策（
２
）が

可
能
で
あ
っ
た
の
か
を
考
え
る
際
に
、
秀
吉
が
案
出
し
た
大
名
支
配
秩
序

は
注
目
に
値
す
る
。「
清
華
成
」
大
名
は
、
秀
吉
政
権
の
正
当
性
を
補
完

す
る
重
要
な
存
在
と
し
て
、
政
策
遂
行
へ
の
助
力
を
求
め
ら
れ
て
い
た
の

で
あ
る
。

　
「
五
大
老
」
と
「
清
華
成
」
と
い
う
集
団
に
お
い
て
、
位
置
づ
け
が
異

な
っ
て
い
る
の
が
上
杉
景
勝
で
あ
る
。
徳
川
家
康
・
前
田
利
家
・
宇
喜
多

秀
家
・
毛
利
輝
元
の
四
名
は
共
通
し
て
含
ま
れ
る
の
に
対
し
、「
五
大
老
」

説
で
は
五
番
目
に
小
早
川
隆
景
を
加
え
、
彼
の
死
後
に
上
杉
景
勝
が
加
わ

る
と
認
識
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る（
３
）。

一
方
、「
清
華
成
」
大
名
論
で
い
え
ば
、

利
家
・
隆
景
よ
り
も
景
勝
の
方
が
早
く
「
清
華
成
」
し
た
こ
と
は
明
ら
か

だ
か
ら
、
そ
の
集
団
か
ら
景
勝
を
排
除
す
る
理
由
は
な
い
こ
と
に
な
る
。

　

と
は
い
え
、
景
勝
の
「
清
華
成
」
に
つ
い
て
は
若
干
の
問
題
点
も
残

る
。
本
稿
で
は
、
こ
れ
ま
で
検
討
し
て
こ
な
か
っ
た
い
く
つ
か
の
点
を
中

心
に
、
諸
大
名
が
豊
臣
政
権
の
創
出
し
た
「
武
家
官
位
」
や
「
武
家
家

格
」
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
た
の
か
、
特
に
儀
礼
面
に
注
目
し
な
が

ら
考
察
す
る
。
そ
れ
に
よ
り
、
当
時
の
儀
礼
認
識
と
そ
の
浸
透
度
、「
清

華
成
」
と
「
公
家
成
」「
諸
大
夫
成
」
の
相
違
点
、
そ
し
て
、
豊
臣
政
権

の
大
名
支
配
の
理
想
・
構
想
と
現
実
と
に
つ
い
て
、
新
た
な
見
解
を
示
し

た
い
と
思
う
。

１
，
天
正
十
四
年
の
上
洛

　
　
　
（
１
）
景
勝
の
官
位
昇
進
過
程

　

天
正
年
間
（
一
五
七
三
～
一
五
九
二
）
前
半
の
上
杉
氏
は
、
越
後
国
春

日
山
城
を
拠
点
に
、
北
・
東
は
蘆
名
・
伊
達
氏
ら
、
南
は
武
田
・
後
北
条

氏
ら
、
西
は
織
田
・
徳
川
氏
ら
に
囲
ま
れ
た
厳
し
い
状
況
に
お
か
れ
て
い

た
。
さ
ら
に
天
正
六
年
（
一
五
七
八
）、
謙
信
の
死
を
受
け
て
上
杉
氏
内

部
で
後
継
ぎ
争
い
が
発
生
す
る
。
御

の
乱
で
あ
る
。
後
北
条
氏
か
ら
養

子
と
し
て
入
っ
た
景
虎
と
、
長
尾
政
景
の
子
で
謙
信
の
養
子
景
勝
と
の
争

い
は
景
勝
の
勝
利
に
終
わ
っ
た
が
、
内
乱
に
よ
り
上
杉
氏
の
勢
力
は
謙
信

時
代
よ
り
大
き
く
後
退
し
、
信
長
家
臣
の
柴
田
勝
家
が
加
賀
・
能
登
・
越

中
を
席
捲
、
配
下
に
あ
っ
た
新
発
田
重
家
は
蘆
名
氏
ら
を
頼
っ
て
離
反
と

い
う
事
態
と
な
る
。
こ
う
し
た
困
難
に
直
面
し
た
景
勝
は
武
田
勝
頼
と
の

同
盟
の
道
を
選
ぶ
が
、
そ
れ
は
後
北
条
氏
に
織
田
・
徳
川
氏
と
結
ぶ
名
分

を
与
え
、
結
果
と
し
て
天
正
十
年
の
武
田
氏
滅
亡
を
も
た
ら
し
た
。
い
よ

い
よ
孤
立
を
深
め
よ
う
か
と
い
う
時
、
本
能
寺
の
変
で
信
長
が
命
を
落
と

し
た
こ
と
に
よ
り
、
上
杉
氏
は
九
死
に
一
生
を
得
た
の
で
あ
る
。

　

激
変
す
る
畿
内
情
勢
と
と
も
に
、
上
杉
氏
も
翌
年
の
賤
ヶ
岳
の
戦
い
で

大
き
な
転
機
を
迎
え
る
。
勝
家
と
対
立
し
た
秀
吉
が
、
景
勝
に
越
中
出
陣
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を
求
め
て
き
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
柴
田
方
の
佐
々
成
政
と
対
峙
し
て

い
た
景
勝
は
実
質
的
な
共
闘
行
為
を
履
行
で
き
ず
、
秀
吉
ら
か
ら
厳
し
い

叱
責
を
受
け
て
い
る（
４
）。

こ
の
後
、
天
正
十
二
年
に
蘆
名
盛
隆
、
翌
年
に
伊

達
輝
宗
が
死
去
し
た
こ
と
に
よ
り
、
新
発
田
侵
攻
が
現
実
的
課
題
と
な
っ

た
こ
と
を
受
け
、
景
勝
は
、
信
長
死
後
の
政
局
を
秀
吉
と
の
共
闘
で
乗
り

切
る
こ
と
を
決
意
し
、
秀
吉
に
人
質
を
差
し
出
し
た
。
次
の
羽
柴
秀
吉
書

状
を
み
て
み
よ
う（
５
）。

去
月
御
札
、
殊
御
太
刀
一
腰
・
馬
一
疋
・
刀
一
腰
光
忠
・
守
家

、
両
作
并

朱
屋
天
目
被
レ

懸
二

御
意
一

候
、
誠
名
物
と
申
、
御
懇
之
至
、
別
而
可

レ

致
二

秘
蔵
一

候
、
随
而
連
々
申
談
筋
目
無
二

相
違
、一
証
人
被
二

差
上
一

候
、
無
二

御
親
疎
一

通
令
二

満
足
一

候
、
就
レ

其
御
一
書
大
石（
元
綱
）（
磨
）

播
摩
守
口

上
之
趣
、
逐
一
得
二

其
意
一

候
、
於
二

存
分
一

大
播
申
渡
候
、
尚
自
レ

是

以
二

使
者
一

旁
可
二

申
述
一

候
、
恐
惶
謹
言
、

　
　
　
　
　

七（
天
正
十
二
年
）

月
十
一
日　
　
　
　
　
　
　
　

秀（
羽
柴
）吉
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　

上
杉
弾（

景

勝

）

正
少
弼
殿
御
報

　

景
勝
は
、
秀
吉
に
対
し
て
数
々
の
名
物
や
証
人
を
贈
り
、
好
み
を
通
じ

て
い
る
。
秀
吉
も
そ
れ
に
応
え
、
上
杉
氏
と
良
好
な
関
係
を
築
こ
う
と
し

て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
当
時
の
秀
吉
は
、
小
牧
・
長
久
手
の
戦
い
（
対
織

田
・
徳
川
氏
）、
翌
年
の
富
山
出
兵
（
対
佐
々
成
政
）
を
み
て
も
わ
か
る

よ
う
に
、
信
長
死
後
の
難
局
を
乗
り
切
る
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
抱

え
て
い
た
。
北
陸
の
雄
た
る
上
杉
氏
と
の
協
力
関
係
は
、
秀
吉
に
と
っ
て

も
重
要
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
景
勝
も
秀
吉
の
要
請
に
応
え
、
か
つ
て
成
ら

な
か
っ
た
越
中
へ
の
出
陣
を
果
た
し
、
秀
吉
に
協
力
し
た
と
い
う
事
実
を

獲
得
し
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
後
、
秀
吉
は
天
正
十
三
年
七
月
に
近
衛
前
久
の
養
子
と
し
て
関
白

の
地
位
に
昇
る
。
こ
の
段
階
で
は
藤
原
姓
で
の
任
官
で
あ
っ
た
が
、
そ
の

二
ヶ
月
後
に
は
朝
廷
か
ら
豊
臣
姓
を
下
賜
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
豊

臣
改
姓
款
状
案（
６
）を

み
て
み
よ
う
。

　
　

奉
入

　
　
　

宣
旨

　
　
　
　

関
白
内
大
臣
藤
原
朝
臣
申

　
　
　
　

請
下

改
二

本
姓
藤
原
一

為
中

豊
臣
上

事
、

　
　
　

仰
依
レ

請

　
　

右　

宣
旨
奉
入
、
如
レ

件
、

　
　
　
　

九（
天
正
十
三
年
）

月
九
日　
　
　

権（
柳
原
淳
光
）

大
納
言
（
花
押
）

　
　
　

大（
押
小
路
師
廉
）

外
記
局

　

秀
吉
が
関
白
に
任
官
し
た
こ
と
は
重
要
だ
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
秀
吉
個

人
の
権
力
が
絶
大
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
に
過
ぎ
な
い
。
し

か
も
、
伝
統
的
な
摂
関
家
の
一
家
・
近
衛
家
の
養
子
と
し
て
の
任
官
と
い

う
ま
ま
で
は
、
せ
い
ぜ
い
公
家
社
会
に
対
し
て
の
影
響
力
を
示
唆
す
る
に
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と
ど
ま
る
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
秀
吉
は
、
源
・
平
・
藤
・
橘
な
ど
で
は
な

い
、
新
た
な
武
家
と
し
て
の
本
姓
創
出
を
求
め
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
認

め
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
秀
吉
は
徐
々
に
諸
大
名
に
対
す
る
官
位
叙
任

と
、
そ
の
際
の
豊
臣
姓
・
羽
柴
名
字
の
下
賜
な
ど
を
実
行
し
て
い
く
。
関

白
職
と
い
う
地
位
が
、
武
家
権
力
の
序
列
形
成
、
大
名
支
配
に
と
っ
て
も

実
質
的
な
意
味
を
持
ち
始
め
た
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
う
し
て
秀
吉
は
、
早
く
も
豊
臣
姓
勅
許
の
翌
十
月
に
羽
柴
秀
長
・
秀

次
ら
秀
吉
一
族
と
細
川
・
斯
波
氏
ら
室
町
旧
臣
、
丹
羽
・
蜂
谷
氏
ら
織
田

旧
臣
を
中
心
と
す
る
メ
ン
バ
ー
に
豊
臣
姓
・
羽
柴
名
字
を
与
え
、
四
位
も

し
く
は
五
位
の
侍
従
、
す
な
わ
ち
殿
上
人
と
し
て
自
ら
の
下
に
「
公
家

成
」
大
名
と
い
う
集
団
を
組
織
す
る
。
さ
ら
に
そ
の
下
に
は
、
五
位
＋
官

職
と
豊
臣
姓
を
与
え
ら
れ
た
秀
吉
直
臣
ら
が
、
秀
吉
の
参
内
に
供
奉
す
る

「
諸
大
夫
成
」
大
名
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
旧
戦
国
大
名
の
多
く
も
、

や
が
て
そ
の
枠
組
み
の
中
に
取
り
込
ま
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。

　

と
は
い
え
、
武
家
が
朝
廷
の
官
位
を
名
乗
る
こ
と
は
、
も
ち
ろ
ん
秀
吉

に
始
ま
る
も
の
で
は
な
い
。
正
式
に
朝
廷
か
ら
叙
任
さ
れ
る
場
合
と
、
自

称
と
の
差
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
戦
国
社
会
に
お
い
て
も
、
朝
廷
官
位
を
名

乗
る
こ
と
に
は
そ
れ
な
り
の
意
義
が
あ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う（
７
）。

そ
の
点

を
踏
ま
え
、
本
稿
の
主
人
公
・
上
杉
景
勝
に
つ
い
て
、
秀
吉
に
臣
従
す
る

以
前
の
官
職
を
確
認
し
て
お
く
。

　

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
尾
下
成
敏
氏
に
よ
る
「『
上
杉
加
給
宣
旨
案
』

の
紹
介
」
（
８
）

と
い
う
重
要
な
研
究
が
あ
る
。「
上
杉
加
給
宣
旨
案
」
と
は
、

京
都
大
学
総
合
博
物
館
所
蔵
の
勧
修
寺
家
文
書
に
含
ま
れ
て
い
る
史
料
で

あ
り
、
勧
修
寺
家
に
伝
来
し
た
景
勝
の
口
宣
案
の
控
え
や
、
関
連
文
書
の

案
文
が
ま
と
ま
っ
て
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
景
勝
が
秀
吉
に
臣
従

す
る
以
前
の
官
職
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
な
情
報
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　
　

天
正　

五
年　

五
月　

九
日　

従
五
位
下
侍
従
に
叙
任

　
　

天
正　

八
年　

六
月
二
十
日　

従
五
位
上
に
叙
す

　
　

天
正
十
一
年　

三
月
十
一
日　

正
五
位
下
に
叙
す

　

一
見
す
る
と
、
天
正
五
年
以
降
、
景
勝
は
徐
々
に
そ
の
官
位
を
上
昇
さ

せ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
上
杉
氏
が
織
田
政
権
に
敵
対
し
て
い
た
天
正
十
年

以
前
の
段
階
で
こ
う
し
た
叙
任
が
困
難
で
あ
る
こ
と
、
同
十
四
年
以
前
に

景
勝
が
こ
れ
ら
の
官
位
を
有
し
た
確
証
が
見
当
た
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
尾

下
氏
は
こ
こ
に
示
し
た
叙
任
を
歴
史
的
事
実
と
み
な
す
こ
と
は
で
き
な
い

と
し
、
続
け
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

恐
ら
く
、
こ
れ
ら
口
宣
案
の
控
は
、
天
正
十
四
年
六
月
二
十
二
日
付

で
景
勝
を
従
四
位
下
・
左
近
衛
権
少
将
に
叙
任
し
た
際
、
つ
じ
つ
ま

を
あ
わ
せ
る
た
め
、
日
付
を
遡
ら
せ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
作
成
さ
れ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

秀
吉
自
身
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
当
該
期
の
武
家
官
位
叙
任
に
関
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す
る
文
書
類
は
、
日
付
を
遡
及
し
て
作
成
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
少
な
く
な

か
っ
た
。
景
勝
の
叙
任
過
程
に
つ
い
て
も
、
尾
下
氏
の
見
解
に
異
論
は
な

く
、
彼
の
正
式
な
官
歴
は
、
天
正
十
四
年
六
月
二
十
二
日
に
始
ま
る
と
し

て
よ
い
だ
ろ
う
。

　
　
　
（
２
）
景
勝
の
初
参
内
と
装
束

　

秀
吉
の
越
中
出
兵
に
協
力
し
た
功
績
に
よ
っ
て
景
勝
が
上
洛
を
許
可
さ

れ
た
の
は
、
秀
吉
関
白
任
官
の
翌
天
正
十
四
年
五
月
の
こ
と
で
あ
る
。
こ

の
上
洛
に
つ
い
て
は
、『
天
正
十
四
年
上
洛
日
帳
』（
９
）と

い
う
史
料
が
残
る
。

そ
れ
に
よ
れ
ば
、
五
月
二
十
日
に
越
後
府
内
を
発
っ
た
景
勝
一
行
は
六
月

十
二
日
に
大
坂
へ
下
向
、
増
田
長
盛
の
屋
敷
を
宿
と
し
た
。
十
四
日
に
秀

吉
と
対
面
し
た
後
、
十
八
日
に
は
大
坂
か
ら
上
洛
、
石
清
水
八
幡
宮
へ
詣

で
て
い
る
。
そ
の
後
、
二
十
日
の
秀
吉
上
洛
を
待
ち
、
二
十
二
日
に
初
参

内
を
遂
げ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
様
子
に
つ
い
て
、『
天
正
十
四
年
上
洛
日

帳
』
の
記
述
を
み
て
み
よ
う
。

一
、
廿
二
日
、
御
参
内
、
於
二

若
御
局
様
一

御
装
束
被
レ

成
候
、
紺
之

御
狩
衣
・
大
紋
之
さ
し
ぬ
き
・
御
冠
、
御
位
正
四
位
以

（
マ
マ
）上

、
天

酌
に
て
天
盃
御
頂
戴
、
希
代
之
御
面
目
也
、
禁
中
御
隙
明
候
而
、

関
白
殿
院
之
御
所
へ
召
連
被
レ

申
候
而
、
為
二

御
見
一

被
レ

申
候
、
其

後
ハ
外
構
ま
て
御
同
心
被
レ

申
候
而
、
被
レ

掛
二

御
目
、一
及
レ

暮
六
条

へ
御
帰
候
事
、

　

若
御
局
の
居
所
に
て
装
束
を
改
め
た
景
勝
の
姿
は
「
紺
の
狩
衣
」「
大

紋
の
指
貫
」
に
「
冠
」、
位
は
「
正
四
位
上
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

時
の
昇
進
が
従
四
位
下
・
左
近
衛
権
少
将
で
あ
る
こ
と
は
先
に
確
認
し
た

の
で
、
こ
こ
で
は
そ
の
服
装
に
つ
い
て
、
鈴
木
敬
三
氏
が
執
筆
さ
れ
た

『
国
史
大
辞
典
』（

（（
（

の
記
述
を
参
考
に
精
査
し
て
み
よ
う
。

　

第
一
に
、「
狩
衣
」
に
つ
い
て
で
あ
る
。
鈴
木
氏
の
記
述
か
ら
、
重
要

な
点
を
箇
条
書
き
で
抜
き
出
し
な
が
ら
検
討
す
る
。

　
「
公
家
の
略
装
。
武
家
は
正
装
に
用
い
る
」
と
い
う
点
は
特
に
問
題
な

い
。
し
か
し
、「
参
内
に
は
使
用
で
き
な
か
っ
た
が
、
参
院
に
は
着
用
を

許
さ
れ
た
」、「
被
り
も
の
は
烏
帽
子
に
限
ら
れ
た
が
、
中
世
以
来
は
立
烏

帽
子
ま
た
は
風
折
烏
帽
子
」
で
あ
っ
た
点
は
問
題
と
な
ろ
う
。『
天
正
十

四
年
上
洛
日
帳
』
は
狩
衣
に
冠
を
合
わ
せ
た
と
す
る
が
、
こ
れ
は
儀
礼
上

不
適
切
な
組
み
合
わ
せ
な
の
で
あ
る
。
冠
を
着
す
こ
と
は
参
内
に
お
い
て

特
に
問
題
と
は
な
ら
な
い
か
ら
、「
景
勝
は
参
内
に
狩
衣
を
着
用
し
た
の

か
」
と
い
う
点
に
疑
問
が
生
じ
て
こ
よ
う
。

　

そ
こ
で
、
さ
ら
に
検
討
を
進
め
る
と
、「
狩
衣
」
は
「
盤
領
（
ま
る
え

り
）・
闕
腋
（
け
っ
て
き
）
の
襖
の
一
種
」
だ
と
い
う
。「
襖
」
に
つ
い
て

は
後
述
す
る
が
、「
位
階
相
当
の
染
織
に
よ
る
束
帯
の
縫
腋
ま
た
は
闕
腋

の
袍
お
よ
び
衣
冠
の
袍
」
の
う
ち
「
闕
腋
は
襖
と
も
呼
ば
れ
た
の
で
、
と

き
に
位
襖
と
も
い
う
」
と
い
う
「
袍
」
に
関
す
る
鈴
木
氏
の
指
摘
を
確
認
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し
て
お
こ
う
。
ま
た
、「
狩
衣
」
に
合
わ
せ
た
袴
は
、「
地
位
や
時
宜
に

よ
っ
て
八
副
の
指
貫
や
六
副
の
狩
袴
」
で
あ
っ
た
と
い
う
。

　
「
指
貫
」
に
つ
い
て
は
、「
朝
服
の
束
帯
の
表
袴
に
対
し
て
、
指
貫
は
宿

直
装
束
の
衣
冠
・
直
衣
・
狩
衣
に
用
い
る
」、「
八
副
の
指
貫
は
、
公
卿
の

日
常
用
と
し
て
愛
好
さ
れ
、
指
貫
の
名
称
を
独
占
し
た
」、「
雑
袍
勅
許
の

公
卿
は
日
常
の
参
内
に
常
用
し
、
院
参
に
も
盛
ん
に
用
い
た
」
と
記
さ
れ

て
い
る
。
重
要
な
の
は
、「
雑
袍
勅
許
の
公
卿
は
日
常
の
参
内
に
常
用
」

で
き
た
も
の
の
、
そ
れ
に
は
「
勅
許
」
が
必
要
だ
っ
た
と
い
う
点
だ
ろ

う
。
す
な
わ
ち
、「
紺
の
狩
衣
」「
大
紋
の
指
貫
」
の
組
み
合
わ
せ
自
体
に

問
題
は
な
い
が
、
そ
れ
を
四
位
少
将
に
任
官
し
た
ば
か
り
で
「
公
卿
」
で

は
な
い
景
勝
が
着
し
て
参
内
し
た
こ
と
、
そ
れ
と
「
冠
」
と
の
組
み
合
わ

せ
に
疑
義
が
生
じ
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
点
に
つ
い
て
、
鈴
木
敬
三
氏
は
『
初
期
絵
巻
物
の
風
俗
史
的
研

究
』（

（（
（

の
中
で
、「
狩
衣
に
は
烏
帽
子
を
常
と
す
る
が
、
冠
を
被
る
例
も
衛

府
官
装
束
抄
の
中
に
『
白
襖
に
冠
し
た
る
を
布
衣
か
ぶ
り
と
云
也
』
と
見

え
、
一
見
然
様
に
考
え
ら
れ
ぬ
こ
と
も
な
い
が
」
と
も
述
べ
て
い
る
。
た

だ
し
、
や
は
り
鈴
木
氏
執
筆
の
『
国
史
大
辞
典
』「
冠
」
の
項
で
は
「
蔵

人
所
衆
や
検
非
違
使
も
布
衣
冠
と
よ
ん
で
白
襖
に
冠
を
つ
け
る
の
を
慣
例

と
し
た
」
と
あ
る
か
ら
、
四
位
少
将
の
服
装
と
し
て
は
不
適
切
で
あ
る
。

以
上
を
ま
と
め
る
と
、
次
の
三
点
が
問
題
と
な
る
。

①
「
四
位
」
は
白
襖
を
着
さ
な
い
＝
「
布
衣
冠
」
は
着
さ
な
い

②
「
狩
衣
」
と
「
冠
」
と
は
合
わ
せ
な
い

③
「
指
貫
」
は
雑
袍
勅
許
の
公
卿
以
外
に
は
参
内
時
に
着
さ
な
い

  

そ
し
て
、
問
題
点
①
～
③
を
整
合
的
に
理
解
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
以
下

三
つ
の
可
能
性
が
生
じ
よ
う
。

Ａ
、「
四
位
」
で
あ
り
な
が
ら
景
勝
は
「
布
衣
冠
」
を
着
し
た

Ｂ
、
本
来
の
儀
礼
に
そ
ぐ
わ
な
い
、
無
礼
な
服
装
を
着
し
た

Ｃ
、『
天
正
十
四
年
上
洛
日
帳
』
の
記
述
が
誤
り

　

Ａ
に
つ
い
て
は
、
彼
の
参
内
が
従
四
位
下
近
衛
少
将
昇
進
に
伴
う
も
の

で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
す
る
と
、
適
当
と
は
考
え
に
く
い
。
ま
た
、
古
来
の

朝
服
儀
礼
が
戦
国
・
織
豊
期
に
混
乱
し
て
い
た
こ
と
は
十
分
考
え
ら
れ
る

が
、
戦
国
大
名
ら
の
肖
像
画
の
中
に
束
帯
姿
の
物
が
数
多
く
残
さ
れ
て
い

る
こ
と
や
、
こ
の
二
年
後
の
毛
利
輝
元
上
洛
に
関
わ
る
『
天
正
記
』（『
天

正
朝
聘
日
記
』、『
輝
元
公
上
洛
日
記
』）
の
詳
細
な
服
装
に
関
す
る
記
述

を
み
る
限
り
、
豊
臣
期
に
お
い
て
も
、
あ
る
程
度
儀
礼
に
則
っ
た
服
装
が

機
能
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
い
え
ば
、
秀
吉
の
関
白
任
官
に

よ
っ
て
、
混
乱
し
て
い
た
儀
礼
が
改
め
て
整
備
さ
れ
、
武
家
衆
へ
の
周
知

が
図
ら
れ
た
と
の
評
価
も
可
能
だ
ろ
う
か
。
そ
う
す
る
と
、
Ｃ
「『
天
正

十
四
年
上
洛
日
帳
』
の
記
述
が
誤
り
」
と
い
う
可
能
性
が
浮
上
し
て
く
る

の
で
あ
る
。
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改
め
て
、
景
勝
が
着
し
た
と
い
う
「
狩
衣
・
指
貫
」
に
「
冠
」
と
い
う

組
み
合
わ
せ
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。
ま
ず
注
目
す
べ
き
は
、「
狩
衣
」

と
い
う
服
装
の
特
徴
＝
「
盤ま
る
え
り領

・
闕け
つ
て
き腋

の
襖
の
一
種
」（
図
①
）
と
い
う

点
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
冠
に
合
わ
せ
ら
れ
、
参
内
可
能
な
盤
領
・
闕

腋
の
襖
は
他
に
な
い
の
か
」
を
考
え
る
余
地
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　

そ
こ
で
再
び
、「
襖
」
に
関
す
る
『
国
史
大
辞
典
』
の
記
述
を
み
る
と
、

「
武
官
の
最
上
位
と
す
る
襖
と
、
一
般
常
用
の
下
着
や
寝
具
に
用
い
る
襖

が
あ
る
」
と
あ
り
、
武
官
用
に
つ
い
て
は
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い

る
。

唐
代
の
胡
服
の
様
式
を
継
承
し
た
盤
領
の
衣
で
、
二
幅
の
身
に
、
奥

袖
に
鰭
袖
（
は
た
そ
で
）
を
加
え
た
一
幅
半
の
袖
を
つ
け
、
歩
行
し

や
す
い
よ
う
に
両
脇
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
る
の
を
特
色
と
し
て
闕
腋
と
い

い
、
文
官
の
縫
腋
の
よ
う
に
裾
に
襴
と
呼
ぶ
横
ぎ
れ
を
加
え
な
い
の

で
無
欄
と
も
い
う
。

　

こ
こ
で
留
意
す
べ
き
は
、「
武
官
の
闕
腋
」
と
「
文
官
の
縫
腋
」
と
の

区
別
で
あ
る
。
そ
し
て
、「
礼
服
・
朝
服
と
も
に
位
階
相
当
の
色
の
規
定

に
準
拠
し
て
絹
地
に
染
め
て
用
い
る
の
を
位
襖
と
呼
び
、
布
地
に
染
め
て

用
い
る
と
き
は
色
名
を
冠
し
て
紺
襖
・
縹
襖
な
ど
と
い
う
」
と
あ
る
。

　

そ
こ
で
「
袍
」
に
つ
い
て
み
る
と
、「
位
階
相
当
の
染
織
に
よ
る
束
帯

の
縫
腋
ま
た
は
闕
腋
の
袍
お
よ
び
衣
冠
の
袍
を
い
う
。
闕
腋
は
襖
と
も
呼

ば
れ
た
の
で
、
と
き
に
位
襖
と
も
い
う
」、「
平
安
時
代
末
期
か
ら
は
、
四

位
以
上
は
黒
袍
、
五
位
は
緋
袍
、
外
記
と
検
非
違
使
お
よ
び
弾
正
台
の
五

位
は
朱

（
し
ゅ
ふ
つ
）
の
袍
、
六
位
以
下
は
縹
の
袍
と
し
て
い
る
」
と

あ
る
。
特
に
、
黒
袍
・
緋
袍
の
区
別
に
つ
い
て
は
豊
臣
政
権
に
お
い
て
も

厳
格
に
維
持
さ
れ
て
お
り
、
四
位
以
上
の
「
清
華
成
」「
公
家
成
」
＝
黒

袍
、
五
位
以
下
の
「
公
家
成
」「
諸
大
夫
成
」
＝
緋
袍
の
よ
う
に
、
大
名

序
列
と
位
階
の
関
係
性
が
可
視
的
に
表
現
さ
れ
て
い
た
。

　

以
上
を
ま
と
め
る
と
、
従
四
位
下
近
衛
少
将
に
昇
進
し
た
景
勝
は

「
盤ま
る
え
り領
・
闕け
つ
て
き腋
の
襖
の
一
種
」
を
着
し
て
い
た
が
、
そ
れ
は
「
狩
衣
」
で

は
な
く
、
衛
府
官
参
内
時
の
「
束
帯
」「
衣
冠
」
に
用
い
る
「
闕
腋
の
袍

（
位
襖
）」（
図
②
）
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
仮
説
が
成
り
立
つ
。

す
な
わ
ち
、「
紺
之
御
狩
衣
」
は
「
紺
襖
」、
も
し
く
は
四
位
相
当
の
「
黒

の
闕
腋
袍
」
の
誤
り
で
、
こ
れ
に
「
冠
」
を
合
わ
せ
た
衛
府
官
参
内
の

「
正
装
」（
図
③
）
を
、
景
勝
は
着
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

ち
な
み
に
、「
狩
衣
」
＋
「
大
紋
之
指
貫
」
か
ら
は
、
徳
川
幕
府
の
礼

装
を
想
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
徳
川
幕
府
に
あ
っ
て
は
、

従
四
位
下
の
大
名
や
高
家
に
は
狩
衣
＋
大
紋
の
指
貫
の
着
用
が
許
さ
れ
て

い
た
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
こ
と
を
も
っ
て
『
天
正
十
四
年
上
洛

日
記
』
に
は
江
戸
時
代
の
儀
礼
認
識
も
加
味
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
、
と
ま
で
は
言
い
切
れ
な
い
け
れ
ど
も
、
少
な
く
と
も
、
同
日
記
の
記
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図①「狩衣」図②「闕
けつてき

腋」の袍

図③「武官の束帯」

（いずれも鈴木敬三著『有職故実図典』より引用、吉川弘文館、一九九五）



上杉家の上洛・「清華成」と儀礼認識— 9 —

主
に
つ
い
て
は
、
武
家
社
会
の
服
装
に
関
す
る
知
識
が
先
行
し
て
い
る
一

方
で
、
公
家
社
会
の
儀
礼
に
対
す
る
知
識
が
不
足
し
て
い
た
可
能
性
を
指

摘
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

さ
て
、
こ
の
上
洛
に
よ
り
、
秀
吉
文
書
に
お
け
る
景
勝
の
宛
先
表
記
は

「
上
杉
弾
正
少
弼
殿
御
報
」
か
ら
「
上
杉
少
将
と
の
へ
」
へ
と
変
化
す
る
。

秀
吉
の
推
挙
に
よ
る
近
衛
少
将
へ
の
昇
進
が
確
認
さ
れ
る
と
同
時
に
、
脇

付
の
格
式
は
従
来
よ
り
低
下
し
て
い
る
。
景
勝
の
官
職
は
上
昇
し
た
も
の

の
、
そ
れ
以
上
に
秀
吉
の
地
位
は
上
昇
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
両
者
の
主

従
関
係
も
明
確
化
し
た
の
で
あ
る
。
参
内
の
翌
日
、
早
速
秀
吉
か
ら
佐
渡

攻
略
の
指
示
を
受
け
て
い
る
の
は
、
そ
う
し
た
秀
吉
と
景
勝
の
関
係
性
の

変
化
に
伴
う
も
の
と
評
価
で
き
る
だ
ろ
う
（
（（
（

。

２
，
天
正
十
六
年
の
上
洛
と
「
清
華
成
」

　

越
後
に
帰
国
し
た
景
勝
は
、
早
速
新
発
田
氏
と
の
対
立
打
開
の
道
を
探

り
始
め
る
。
こ
れ
に
対
し
て
秀
吉
は
、
豊
臣
奉
行
人
の
指
示
を
得
た
上
で

新
発
田
・
真
田
両
氏
に
対
応
す
る
よ
う
に
命
じ
た
（
（（
（

。
こ
れ
に
よ
っ
て
新
発

田
攻
め
は
一
端
中
断
さ
れ
た
も
の
の
、
同
年
十
月
に
徳
川
家
康
が
上
洛
・

臣
従
し
た
こ
と
に
よ
り
、
情
勢
は
変
化
す
る
。
関
東
方
面
の
「
無
事
」
の

実
現
は
家
康
の
職
務
と
さ
れ
、
景
勝
は
新
発
田
攻
め
に
専
念
す
る
こ
と
が

認
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
て
、
出
兵
の
条
件
は
整
っ
た
。
翌
天
正
十
五
年
十
月
、
つ
い
に

景
勝
は
新
発
田
城
を
攻
略
し
、
重
家
を
滅
ぼ
し
た
。

　

新
発
田
・
佐
渡
攻
め
な
ど
で
多
忙
を
極
め
た
景
勝
は
、
天
正
十
六
年
四

月
の
聚
楽
第
行
幸
へ
の
参
加
を
免
除
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
行
幸
翌
月
の
上

洛
を
機
に
、
景
勝
の
官
位
は
上
昇
す
る
。『
公
卿
補
任
』（

（（
（

天
正
十
六
年
の

記
事
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

参　

議　

従
四
位
下　
　
　
上
杉

藤
景
勝　
四
月
十
日
任
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
故
ー
ー
景
虎
男
、
母
、

　
　
　
　

従
四
位
下　
　
　
毛
利

大
江
輝
元　
四
月
十
日
任
、

　

豊
臣
大
名
に
関
す
る
『
公
卿
補
任
』
の
記
述
に
は
誤
り
が
多
く
、
景

勝
・
輝
元
の
従
四
位
下
参
議
、
後
の
従
三
位
権
中
納
言
へ
の
昇
進
日
も
そ

れ
ぞ
れ
誤
り
で
あ
る
。『
御
湯
殿
上
日
記
』
天
正
十
六
年
五
月
二
十
六
日

条
を
み
て
み
よ
う
。

ゑ（

越

後

の

長

尾

上

杉

＝

景

勝

）

ち
こ
の
な
か
う
う
へ
す
き
、
四
位
の
少
将
、
三（
×
参
議
）位

を
申
、

ち（

勅

許

）

よ
つ
き
よ
也
、
御
れ
い
申
、
き（

議

定

所

）

ち
や
う
所
に
て
御
た
い
め
ん
、
御

た（
太
刀
）ち

・
お（

折

紙

）

り
か
み
し
ん
上
申
、
申
つ
き
き（
菊
亭
晴
季
）

く
て
い
・
く（

勧

修

寺

晴

豊

）

わ
ん
し
ゆ
寺
・

中（
親
綱
）山

也
、
御
こ（
昆
布
）ふ

・
あ（
鮑
）わ

の
御
さ
か
月
い
た
ゝ
く
、

　

こ
の
時
の
昇
進
が
「
三
位
」
で
は
な
く
「
参
議
」
の
誤
り
で
あ
る
こ
と

に
つ
い
て
は
筆
者
も
述
べ
た
こ
と
が
あ
り
（
（（
（

、
先
に
触
れ
た
尾
下
氏
も
同
じ
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様
に
判
断
し
て
い
る
（
（（
（

。

　

さ
ら
に
景
勝
は
、
八
月
に
な
る
と
「
清
華
成
」
を
許
さ
れ
る
。『
御
湯

殿
上
日
記
』
天
正
十
六
年
八
月
十
七
日
条
を
み
て
み
よ
う
。

ゑ
ち
こ（
長
尾
＝
上
杉
景
勝
）

の
な
か
う
せ（

清

華

）

い
く
わ
の
御
れ
い
と
て
、
御
む（
馬
）ま
・
た（
太
刀
）ち
し
ん

上
申
、
く（

勧

修

寺

晴

豊

）

わ
ん
し
ゆ
寺
・
中（
親
綱
）山

ひ（
披
露
）

ろ
う
、
け
ふ
御
れ
い
申
た
き
よ
し

申
せ
と
も
、
い
ま
た
御
す
き
〳
〵
と
も
候
は
て
御
た
い
め
ん
な
し
、

　

景
勝
は
「
清
華
成
」
の
御
礼
と
し
て
馬
・
太
刀
を
進
上
し
、
御
礼
を
申

し
た
い
と
奏
上
し
た
が
、
こ
の
日
の
対
面
は
叶
わ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ

る
。
な
お
、
同
日
に
は
景
勝
家
臣
の
「
諸
大
夫
成
」
も
確
認
で
き
る
。

『
院
中
御
湯
殿
上
日
記
』（

（（
（

同
年
八
月
十
七
日
条
に
は
、「
ゑ（

越

後

の

長

尾

）

ち
こ
の
な
か
う

し（

諸

大

夫

）

よ
た
い
ふ
と
て
、
ち（
千
坂
対
馬
守
景
親
）

さ
か
つ
し
ま
・
な（

直

江

山

城

守

兼

続

）

お
へ
や
ま
し
ろ
の
か
み
・

し（

色

部

修

理

進

長

実

）

き
ふ
し
ゆ
り
の
し
ん
、
こ
れ
ら
十
て（
帖
）う

・
ま
き
物
に
て
御
れ
い
申
」
と

あ
る
。
千
坂
景
親
を
は
じ
め
と
し
て
、
上
杉
家
の
重
臣
が
「
諸
大
夫
成
」

を
遂
げ
て
い
る
（
（（
（

。「
摂
関
家
」
た
る
豊
臣
宗
家
だ
け
で
な
く
、「
清
華
成
」

大
名
も
直
臣
の
「
諸
大
夫
成
」
を
許
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
こ
と
は
、
そ

れ
が
叶
わ
な
か
っ
た
「
公
家
成
」
大
名
と
の
大
き
な
違
い
で
あ
っ
た
。

「
公
家
成
」
大
名
の
家
臣
に
も
「
諸
大
夫
成
」
し
て
い
る
者
は
い
る
け
れ

ど
も
、
彼
ら
は
秀
吉
の
「
陪
臣
」
と
し
て
「
諸
大
夫
成
」
し
た
の
で
あ

る
。

　

天
正
十
六
年
の
上
洛
に
際
し
て
、
景
勝
は
従
四
位
下
・
左
近
衛
権
少
将

か
ら
正
四
位
上
・
参
議
兼
左
近
衛
権
中
将
へ
と
昇
進
し
た
。
さ
ら
に
は
、

「
公
家
成
」
の
上
に
列
す
る
「
清
華
成
」
を
と
げ
、
上
杉
家
臣
も
「
諸
大

夫
成
」
を
許
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
今
後
の
豊
臣
政
権
と
上
杉
家
と

の
交
渉
・
文
書
の
や
り
と
り
に
あ
っ
て
は
、
秀
吉
か
ら
景
勝
と
い
う
ケ
ー

ス
に
加
え
（
景
勝
か
ら
秀
吉
へ
は
家
格
的
に
不
可
能
）、
石
田
三
成
・
増

田
長
盛
ら
秀
吉
の
「
諸
大
夫
」
と
直
江
兼
続
ら
景
勝
の
「
諸
大
夫
」
と
い

う
ル
ー
ト
が
確
立
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
豊
臣
期
の
書
札
礼
に
つ
い

て
、
こ
れ
ま
で
は
秀
吉
個
人
が
主
た
る
検
討
対
象
と
さ
れ
て
き
た
が
、
今

後
は
、
彼
ら
「
諸
大
夫
」
の
動
向
に
つ
い
て
も
注
目
す
べ
き
だ
ろ
う
。

３
，
天
正
十
九
年
の
「
清
華
成
」
再
度
御
礼

　

天
正
十
六
年
に
「
清
華
成
」
を
と
げ
た
景
勝
で
あ
っ
た
が
、
ど
う
い
う

わ
け
か
、
天
正
十
九
年
二
月
に
改
め
て
そ
の
御
礼
を
行
っ
て
い
る
様
子
が

み
え
る
。『
晴
豊
公
記
』
天
正
十
九
年
二
月
二
十
八
日
条
（
（（
（

を
み
て
み
よ
う
。

上
杉
よ
り
、
先
年
清
花
成
の
馬
代
、
両
御
所
今
日
進
上
申
候
、
禁
中

銀
十
ま
い
・
院
へ
五
ま
い
也
、
准
后
殿
下
殿
う
け
取
申
置
申
候
也
、

い（

泉

沢

久

秀

）

つ
み
さ
わ
物
井
家
相
そ
へ
わ
た
し
申
候
也
、

　

先
に
み
た
よ
う
に
、
景
勝
は
天
正
十
六
年
八
月
に
「
清
華
の
御
礼
」
と

し
て
「
御
馬
・
太
刀
」
を
献
上
し
て
い
た
が
、
こ
こ
で
は
禁
中
へ
銀
十
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枚
・
院
へ
五
枚
と
い
う
こ
と
だ
か
ら
、
以
前
よ
り
高
額
の
御
礼
を
献
上
し

た
と
評
価
で
き
よ
う
。

　

問
題
な
の
は
、
な
ぜ
二
年
七
ヶ
月
も
経
っ
て
か
ら
再
度
の
御
礼
を
献
上

し
た
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
先
の
「
清
華
の

御
礼
」
に
つ
い
て
記
し
た
『
御
湯
殿
上
日
記
』
天
正
十
六
年
八
月
十
七
日

条
に
「
け
ふ
御
れ
い
申
た
き
よ
し
申
せ
と
も
、
い
ま
た
御
す
き
〳
〵
と
も

候
は
て
御
た
い
め
ん
な
し
」
と
あ
っ
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
景
勝
と
し

て
は
、
こ
の
日
に
御
礼
を
申
し
た
い
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
が
、
天
皇
の
体
調

が
快
復
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
に
対
面
が
叶
わ
な
か
っ
た
、
と
い
う
の
で

あ
る
。

　

そ
の
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
景
勝
の
「
清
華
成
」
再
度
御
礼
は
天
皇
の

体
調
の
快
復
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
、
と
の
推
測
も
成
り
立
つ
よ
う
に
み
え

る
。
し
か
し
、
景
勝
は
天
正
十
七
年
十
二
月
二
十
五
日
に
白
鳥
を
献
上
、

同
十
八
年
元
旦
に
は
秀
吉
に
従
っ
て
参
内
し
、
天
皇
に
対
面
し
て
い
る
か

ら
（
（（
（

、
そ
の
機
会
は
こ
れ
以
前
に
も
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
も
そ
も
、
再

度
御
礼
の
際
も
景
勝
自
身
が
参
内
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
使
者
を
介
し
て

「
進
上
」
し
た
だ
け
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
天
皇
と
の
対
面
の
有
無
が
再

度
御
礼
の
理
由
だ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
御
礼
の
中
身
に
問
題
が
あ
っ
た

こ
と
に
な
る
。

　

で
は
、
景
勝
に
再
度
御
礼
の
必
要
性
を
感
じ
さ
せ
た
契
機
と
は
、
い
っ

た
い
何
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
天
正
十
九
年
と
い
う
時
期
か
ら
注
目
さ
れ

る
の
は
、
正
月
十
二
日
に
前
田
利
家
が
「
清
華
成
」
を
と
げ
た
こ
と
で
あ

る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、『
御
湯
殿
上
日
記
』
同
日
条
を
み
て
み
よ
う
。

く（

関

白

）

わ
ん
は
く
殿
さ（

参

内

）

ん
た
い
あ
り
、
つ（

常

御

所

）

ね
の
御
所
に
て
御
た（

対

面

）

い
め
ん
あ

り
、
こ（

献
）ん

三
こ
ん
ま
い
る
、
御
し（

相

伴

）

や
う
は
ん
く
わ
ん
は
く
殿
・

て（
八
脱
カ
八
条
宮
智
仁
）

う
の
宮
・
き（

菊
亭
晴
季
）

く
て
い
殿
・
う（

宇

喜

多

秀

家

）

き
た
の
さ
い
し
や
う
・
う（

上
杉へ

す景
勝
）き

・
も

（
毛
利
輝
元
）

り
・
ち（

前
田
利
家
）

く
せ
ん
・
き（

羽
柴
秀
俊
）

ん
五
・
三（

織

田

秀

信

）

郎
し
ゝ
う
・
い

へ（

徳

川

秀

忠

）

や
す
し
ゝ
う
以
上
十
一
人
也
、（
中
略
）
ま
へ
た
ち
く
せ
ん

せ（
清
華
）

い
か
あ
り
、
し（

白

金

）

ろ
か
ね
廿
ま
い
し
ん
上
御
申
、

　

こ
の
日
の
年
頭
参
内
は
、
小
田
原
出
兵
の
戦
勝
報
告
も
兼
ね
た
大
が
か

り
な
も
の
で
あ
っ
た
。
宇
喜
多
秀
家
以
下
の
「
清
華
成
」
大
名
も
相
伴

し
、
景
勝
も
名
を
連
ね
て
い
る
。
そ
の
場
に
お
い
て
、
新
た
に
利
家
の

「
清
華
成
」
が
披
露
さ
れ
、
銀
二
十
枚
が
進
上
さ
れ
て
い
る
。

　

景
勝
が
最
初
に
「
清
華
成
」
の
御
礼
を
進
上
し
た
『
御
湯
殿
上
日
記
』

天
正
十
六
年
八
月
十
七
日
条
に
は
「
ゑ
ち
こ（
長
尾
＝
上
杉
景
勝
）

の
な
か
う
せ（

清

華

）

い
く
わ
の
御
れ

い
と
て
、
御
む（
馬
）ま
・
た（
太
刀
）ち
し
ん
上
申
」
と
あ
っ
た
。
こ
の
点
を
踏
ま
え
れ

ば
、「
馬
・
太
刀
」
と
い
う
自
ら
の
御
礼
は
「
銀
二
十
枚
」
の
利
家
よ
り

劣
っ
て
い
た
、
と
景
勝
が
認
識
し
た
可
能
性
が
浮
上
し
て
こ
よ
う
。

　

こ
の
仮
説
に
つ
い
て
は
、
景
勝
以
前
の
「
清
華
成
」
御
礼
が
参
考
と
な

る
。
ま
ず
、
そ
の
初
例
で
あ
る
『
御
湯
殿
上
日
記
』
天
正
十
六
年
四
月
十
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日
条
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

ま（
羽
柴
秀
次
）

こ
七
郎
せ（

清

華

成

）

い
く
わ
な
り
に
、
御
た（

太
刀
）ち

・
お（

折

紙

）

り
か
み
に
て
、
き（

議

定
て
う

所所
）

に
て
御
た（

対

面

）

い
め
ん
あ
り
、
は（

拝
賀
）

い
か
の
御
礼
五
色
・
五
か（

荷
）ま

い
る
、

み（
美
濃
守
＝
羽
柴
秀
長
）

の
ゝ
か
み
・
い（

徳
川
家
康
）

へ
や
す
は
い
か
の
御
れ
い
五
色
・
五
か
つ
ゝ
ま
い

る
、
も（

森
右
近
＝
忠
政
）

り
の
う
こ
ん
し（

四

品

）

ほ
ん
の
御
れ
い
申
、
さ（

三

郎

兵

衛

尉

）

ふ
郎
ひ
や
う
へ

し（

諸

大

夫

）

よ
大
夫
の
御
れ
い
十
て（

帖
）う

・
一
ま（

巻
）き

し
ん
上
申
、
ち（

長
宗
我
部
元
親
）

や
う
す
か
め

く（

公

家

成

）

け
な
り
の
事
申
、
ち（

勅

許

）

よ
き
よ
、

　
「
清
華
成
」「
四
品
（
従
四
位
下
昇
進
）」「
公
家
成
（
侍
従
任
官
）」「
諸

大
夫
成
」
の
御
礼
に
つ
い
て
同
時
に
記
さ
れ
た
、
貴
重
な
史
料
で
あ
る
。

　

下
村
效
氏
に
よ
れ
ば
、「
公
家
成
」
の
御
礼
は
太
刀
に
折
紙
が
通
例
で
、

金
額
と
し
て
は
金
二
枚
も
し
く
は
銀
十
～
二
十
枚
が
相
場
で
あ
っ
た
。
ま

た
、「
諸
大
夫
成
」
の
御
礼
は
杉
原
紙
十
帖
と
巻
物
（
緞
子
）
な
の
で
、

両
者
の
間
に
は
明
確
な
区
別
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
の
た
め
下
村
氏

は
、「「
公
家
成
」「
諸
大
夫
成
」
の
禁
裏
へ
の
礼
物
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
品

種
・
数
量
・
金
額
に
定
型
が
あ
る
か
ら
、「
公
家
成
」「
諸
大
夫
成
」
と
記

さ
れ
て
い
な
く
て
も
、
そ
の
叙
任
の
事
実
を
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
例

も
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
（
（（
（

。

　

た
だ
し
、
下
村
氏
の
研
究
段
階
で
は
「
清
華
成
」
を
「
公
家
成
」
の
一

部
と
認
識
し
て
い
た
か
ら
、「
清
華
成
」
の
御
礼
が
ど
の
程
度
で
あ
っ
た

の
か
に
つ
い
て
は
、
特
に
注
意
を
払
っ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
ま
ず
は

「
清
華
成
」
の
初
例
に
つ
い
て
『
御
湯
殿
上
日
記
』
を
確
認
し
て
お
く
と
、

「
折
紙
」
に
記
さ
れ
た
金
額
は
不
明
、
秀
長
・
家
康
の
「
拝
賀
の
御
礼
」

は
五
色
・
五
荷
、
す
な
わ
ち
酒
肴
と
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
『
院
中
御
湯

殿
上
日
記
』
同
日
条
を
併
せ
て
み
る
と
、
秀
次
が
献
上
し
た
「
御
お（

折り

か紙

）み
の
た（
代
）い

」
は
「
し（
白
銀
＝
銀
）

ろ
か
ね
五
ま
い
」
で
あ
っ
た
こ
と
、
酒
肴
の
内
容

は
粽
・
御
ひ
ら
（
鯛
）・
く
ぐ
い
（
白
鳥
）・
や
ま
ぶ
き
（
鮒
）・
昆
布
な

ど
と
酒
が
各
人
に
よ
っ
て
献
上
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
い
ず
れ
に

せ
よ
、
さ
し
て
高
額
で
は
な
く
、「
公
家
成
」
の
通
例
や
、
利
家
の
「
清

華
成
」
よ
り
も
安
価
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

以
上
の
検
討
を
踏
ま
え
る
と
、「
清
華
成
」
創
出
初
期
の
段
階
で
は
、

「
公
家
成
」「
諸
大
夫
成
」
よ
り
も
「
清
華
成
」
の
御
礼
の
方
が
低
額
で

あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
を
も
っ
て
「
清
華

成
」
よ
り
「
公
家
成
」
の
方
が
価
値
が
高
い
、
と
判
断
す
る
の
は
適
当
で

な
い
。
尾
下
氏
が
紹
介
し
た
「
上
杉
加
級
宣
旨
案
」
に
は
、
天
正
十
六
年

五
月
二
十
六
日
の
参
内
、
す
な
わ
ち
景
勝
の
参
議
昇
進
御
礼
に
つ
い
て

「
禁
裏
御
太
刀
・
銀
子
十
ま
い
、
院
御
太
刀
・
御
馬
く
り
毛
」
な
ど
と
記

し
て
い
る
か
ら
、
公
卿
昇
進
に
際
し
て
は
景
勝
も
そ
れ
な
り
に
高
額
の
献

上
を
行
っ
て
い
た
。
よ
っ
て
、
毛
利
家
上
洛
を
挟
ん
で
行
わ
れ
た
八
月
の

「
清
華
成
」
で
景
勝
の
献
上
品
が
低
額
と
な
っ
た
理
由
は
、
先
例
で
あ
る

秀
次
ら
の
御
礼
に
従
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
天
正
十
六
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年
に
急
遽
創
出
さ
れ
た
「
清
華
成
」
に
関
連
す
る
儀
礼
は
、
い
ま
だ
流
動

的
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
公
家
成
」「
諸
大
夫
成
」
が
天
正
十

三
年
十
月
よ
り
始
ま
る
の
に
対
し
、「
清
華
成
」
の
初
見
は
天
正
十
六
年

四
月
で
あ
る
こ
と
、
事
例
の
数
が
圧
倒
的
に
少
な
い
こ
と
に
よ
り
、「
清

華
成
」
御
礼
の
内
容
は
な
お
未
確
定
だ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

そ
の
後
、
三
年
近
く
が
経
過
し
て
利
家
が
「
清
華
成
」
し
た
頃
に
な
る

と
、「
清
華
成
」
集
団
の
特
徴
や
そ
の
存
在
意
義
に
関
す
る
情
報
が
、
当

時
の
人
々
の
中
に
も
徐
々
に
浸
透
し
て
い
っ
た
。
そ
れ
に
伴
い
、「
清
華

成
」
に
関
す
る
儀
式
も
整
え
ら
れ
、
利
家
は
銀
二
十
枚
を
献
上
し
た
の
で

あ
る
。
そ
れ
は
、
秀
次
ら
の
初
例
の
四
倍
に
相
当
す
る
。
そ
の
様
子
を
実

際
に
そ
の
場
で
み
て
い
た
景
勝
は
、
自
ら
の
御
礼
が
不
十
分
で
あ
っ
た
と

感
じ
た
の
だ
ろ
う
。
利
家
の
「
清
華
成
」
翌
月
に
行
わ
れ
た
景
勝
の
「
清

華
成
」
再
度
御
礼
は
、
こ
う
し
た
背
景
を
踏
ま
え
れ
ば
、
整
合
的
に
理
解

で
き
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
天
正
十
四
・
十
六
・
十
九
年
の
各
年
に
み
ら
れ
た
景
勝
の

上
洛
・
昇
進
に
関
わ
る
動
向
を
中
心
に
検
討
を
加
え
て
き
た
。

　

は
じ
め
に
、
天
正
十
四
年
の
上
洛
に
つ
い
て
、
参
内
時
の
服
装
を
中
心

に
考
察
し
た
。
そ
の
結
果
、『
天
正
十
四
年
上
洛
日
帳
』
の
記
述
に
は
不

正
確
な
部
分
も
あ
っ
て
、
景
勝
が
着
用
し
た
の
は
近
衛
武
官
と
し
て
の
闕

腋
の
袍
を
伴
う
束
帯
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
た
。

　

こ
の
点
を
踏
ま
え
、
天
正
十
六
年
の
毛
利
家
上
洛
時
の
座
配
図
と
諸
大

名
の
服
装
（
（（
（

、
そ
こ
か
ら
う
か
が
わ
れ
る
豊
臣
政
権
の
政
治
思
想
に
つ
い
て

論
及
し
、
結
び
に
代
え
た
い
。

　

図
④
は
『
天
正
記
』（

（（
（

天
正
十
六
年
七
月
二
十
四
日
条
の
座
配
図
で
あ

る
。
上
洛
し
た
ば
か
り
の
毛
利
輝
元
・
吉
川
広
家
・
小
早
川
隆
景
と
と
も

に
、
駿
河
大
納
言
（
徳
川
家
康
）・
大
和
大
納
言
（
羽
柴
秀
長
）
ら
の

「
清
華
成
」
大
名
が
秀
吉
か
ら
見
て
右
手
に
、
左
手
に
は
前
田
筑
前
守

（
利
家
）・
長
岡
越
中
守
（
細
川
忠
興
）
ら
「
公
家
成
」
大
名
が
居
並
ん
で

い
る
。
注
目
す
べ
き
は
、

で
囲
ん
だ
大
名
た
ち
に
共
通
す
る
特

徴
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
備
前
宰
相
（
宇
喜
多
秀
家
）・
越
後
宰
相
（
上
杉

景
勝
）
は
近
衛
中
将
、
前
田
利
家
・
細
川
忠
興
・
蜂
屋
出
羽
守
（
頼
隆
）

は
近
衛
少
将
と
い
う
点
で
あ
る
（
（（
（

。

　

彼
ら
は
、
あ
た
か
も
輝
元
を
取
り
囲
む
か
の
よ
う
に
配
置
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
時
点
で
は
、
ま
だ
輝
元
が
参
内
し
て
叙
任
さ
れ
て
い
な
い
た

め
、
近
衛
武
官
の
大
名
た
ち
が
束
帯
姿
で
あ
っ
た
と
は
限
ら
な
い
。
し
か

し
、
輝
元
上
洛
時
の
一
連
の
行
事
に
お
い
て
、
昇
進
後
の
輝
元
ら
が
束
帯

を
召
し
た
こ
と
は
史
料
上
確
認
で
き
る
し
、
秀
家
・
景
勝
・
忠
興
ら
と
同
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席
し
た
ケ
ー
ス
も

あ
る
。
そ
う
し
た

ハ
レ
の
席
に
あ
っ

て
、
家
康
・
秀

長
・
輝
元
ら
は
文

官
の
縫
腋
の
袍
を

と
も
な
う
束
帯

を
、
秀
家
・
景
勝

ら
は
近
衛
武
官
の

闕
腋
の
袍
を
と
も

な
う
束
帯
を
着
し

た
の
で
あ
る
。

　

私
は
か
つ
て
、

豊
臣
政
権
の
関

東
・
奥
羽
政
策
に

関
す
る
検
討
を
行

い
、
徳
川
家
康
の

上
洛
に
よ
っ
て
上

杉
景
勝
は
東
国
「
惣
無
事
」
政
策
の
背
景
・
脇
役
に
退
い
た
わ
け
で
は
な

く
、
家
康
は
「
私
戦
禁
止
」
の
、
景
勝
は
「
公
戦
遂
行
」
の
象
徴
的
存
在

で
あ
っ
た
と
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
（
（（
（

。
毛
利
家
上
洛
時
に
み
ら
れ
た
文
官
・

武
官
の
束
帯
を
身
に
つ
け
た
豊
臣
大
名
ら
の
姿
は
、
ま
さ
に
「
公
武
兼

帯
」
の
権
力
者
層
で
あ
る
こ
と
を
可
視
的
に
表
現
し
て
い
た
。
威
儀
を
整

え
た
豊
臣
大
名
の
服
装
に
は
、
秀
吉
の
政
治
構
想
が
如
実
に
示
さ
れ
て
い

た
の
で
あ
る
。

【
注
】

（
１
）	

拙
著
『
豊
臣
政
権
の
支
配
秩
序
と
朝
廷
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
一
年
）。

（
２
）	

藤
木
久
志
『
豊
臣
平
和
令
と
戦
国
社
会
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
五
年
）。

（
３
）	

例
え
ば
、
高
等
学
校
用
の
歴
史
教
科
書
『
詳
説
日
本
史
Ｂ
』（
山
川
出
版
社
、
二

〇
一
六
年
）
で
は
、「
大
老
は
初
め
徳
川
家
康
・
前
田
利
家
・
毛
利
輝
元
・
小
早

川
隆
景
・
宇
喜
多
秀
家
・
上
杉
景
勝
で
、
小
早
川
隆
景
の
死
後
に
五
大
老
と
呼
ば

れ
た
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

（
４
）	

天
正
十
一
年
四
月
二
十
九
日
付
直
江
兼
続
・
狩
野
秀
治
宛
羽
柴
秀
吉
書
状
写

（『
歴
代
古
案
』、『
大
日
本
史
料
』
十
一
― 

四
、
天
正
十
一
年
四
月
二
十
九
日
条
所

収
。

（
５
）	

羽
柴
秀
吉
書
状
（『
大
石
文
書
』、『
大
日
本
史
料
』
十
一
― 

七
・
天
正
十
二
年
六

月
二
十
日
条
所
収
）。

（
６
）	

豊
臣
改
姓
款
状
案
（『
押
小
路
家
文
書
』
所
収
）。

（
７
）	

戦
国
期
の
武
家
官
途
に
関
し
て
は
、
木
下
聡
『
中
世
武
家
官
位
の
研
究
』（
吉
川

弘
文
館
、
二
〇
一
一
年
）
を
参
照
。
な
お
、
景
勝
が
「
弾
正
少
弼
」
を
名
乗
り
始

め
た
の
は
謙
信
死
後
・
御

の
乱
後
と
さ
れ
て
い
た
が
（
櫻
井
真
理
子
「
上
杉
景

虎
の
政
治
的
位
置
」、『
武
田
史
研
究
』
二
八
、
二
〇
〇
三
年
六
月
、
木
下
聡
「
山

内
上
杉
氏
に
お
け
る
官
途
と
関
東
管
領
職
の
問
題
」（『
日
本
歴
史
』
六
八
五
、
二

〇
〇
五
年
六
月
）、
片
桐
昭
彦
氏
は
謙
信
存
命
中
の
天
正
三
年
と
述
べ
て
い
る

図④
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（「
上
杉
謙
信
の
家
督
継
承
と
家
格
秩
序
の
創
出
」、『
上
越
市
史
研
究
』
一
〇
、
二

〇
〇
四
年
）。

（
８
）	

尾
下
成
敏
「『
上
杉
加
級
宣
旨
案
』
の
紹
介
―
近
世
初
期
武
家
官
位
に
関
す
る
一

史
料
―
」（『
史
林
』
九
一
― 

五
、
二
〇
〇
八
年
九
月
）。

（
９
）	『
天
正
十
四
年
上
洛
日
帳
』（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
写
本
、『
上
越
市
史
』
所
収
）。

（
10
）	『
国
史
大
辞
典
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
九
年
）。

（
11
）	

鈴
木
敬
三
『
初
期
絵
巻
物
の
風
俗
史
的
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
〇
年
）。

（
12
）	

上
杉
景
勝
宛
羽
柴
秀
吉
直
書
（『
上
杉
家
文
書
』、『
新
潟
県
史
』
資
料
編
３
、
三

三
〇
号
文
書
）。

（
13
）	

天
正
十
四
年
九
月
六
日
付
上
杉
景
勝
宛
羽
柴
秀
吉
書
状
（『
上
杉
家
文
書
』、『
新

潟
県
史
』
資
料
編
３
、
三
三
三
号
文
書
）。

（
14
）	『
公
卿
補
任
』（『
国
史
大
系
』
所
収
）。

（
15
）	

拙
稿
「
豊
臣
『
公
儀
』
の
確
立
と
諸
大
名
」（
初
出
二
〇
〇
一
年
）、「
太
閤
秀
吉

の
政
権
構
想
と
大
名
の
序
列
」（
初
出
二
〇
〇
三
年
）、
い
ず
れ
も
前
掲
注
（
１
）

拙
著
『
豊
臣
政
権
の
支
配
秩
序
と
朝
廷
』
所
収
。

（
16
）	

尾
下
氏
前
掲
注
（
８
）
論
文
参
照
。

（
17
）	『
院
中
御
湯
殿
上
日
記
』（
東
大
史
料
編
纂
所
写
真
帳
）。

（
18
）	『
上
杉
景
勝
家
来
任
官
並
大
坂
陣
軍
功
者
書
上
』（
東
大
史
料
編
纂
所
謄
写
本
）
は

江
戸
期
の
史
料
で
あ
る
が
、
上
杉
家
臣
の
「
諸
大
夫
成
」
に
関
す
る
詳
細
な
記
述

が
残
る
。

（
19
）	『
晴
豊
公
記
』（
京
都
大
学
博
物
館
架
蔵
本
、『
史
料
大
成
』
本
）。
ち
な
み
に
、
こ

の
日
の
記
述
を
取
り
上
げ
た
研
究
に
、
中
村
修
也
『
利
休
切
腹　

豊
臣
政
権
と
茶

の
湯
』（
洋
泉
社
、
二
〇
一
五
年
）
が
あ
る
。
中
村
氏
は
、「
上
様
よ
り
先
年
清
花

成
の
馬
代
、
両
御
所
今
日
進
上
候
也
、
禁
中
銀
十
ま
い
、
院
へ
五
ま
い
也
、
准
后

殿
下
殿
う
け
取
申
置
候
也
、
い
つ
み
た
わ
物
井
家
相
そ
へ
わ
た
し
申
候
也
」
と
翻

刻
し
て
お
り
、

の
部
分
が
私
の
翻
刻
と
の
相
違
点
で
あ
る
。
中
村
氏
は
「
い

つ
み
た
わ
物
」
を
「
和
泉
の
俵
物
」
と
訳
し
、
献
上
品
で
あ
っ
た
と
理
解
す
る

が
、
こ
れ
は
ひ
ら
が
な
の
「
さ
」
を
「
た
」
と
読
み
間
違
え
た
結
果
で
あ
り
、
本

稿
の
よ
う
に
上
杉
家
臣
泉
沢
久
秀
と
勧
修
寺
家
家
司
井
家
が
献
上
役
で
あ
っ
た
と

し
た
方
が
蓋
然
性
が
高
い
。
ま
た
、
前
者
を
「
上
様
」
＝
秀
吉
と
し
て
、
中
村
氏

は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
同
日
の
記
録
に
は
「
清せ

い

華が

成な
り

」
の
こ
と
が
み
え
る
。
晴
豊
に

と
っ
て
は
、
こ
ち
ら
の
ほ
う
が
重
要
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
清
華

成
と
い
う
の
は
、
公
家
の
清
華
家
を
真ま

似ね

て
秀
吉
が
関
白
に
就
任
し
た
こ
と

か
ら
、
武
家
清
華
家
を
作
り
上
げ
て
、
大
名
の
家
格
化
を
は
か
っ
た
も
の
で

あ
る
。
あ
る
意
味
、
形
式
的
な
家い
え

柄が
ら

の
創
出
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
は
矢
部
健
太
郎
氏
の
「
豊
臣
『
武
家
清
華
家
』
の
創
出
」

（『
豊
臣
政
権
の
支
配
秩
序
と
朝
廷
』
吉
川
弘
文
館
）
と
い
う
研
究
が
あ
る
。

（
以
下
拙
著
引
用
部
分
省
略
）

　

果
た
し
て
実
力
主
義
の
戦
国
の
世
に
、
清
華
成
ご
と
き
で
有
力
大
名
を
敬

し
て
遠
ざ
け
る
こ
と
が
で
き
た
か
ど
う
か
疑
問
で
あ
る
。
し
か
し
、
も
し
そ

う
し
た
意
図
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
現
実
に
は
不
可
能
で
も
、
秀
吉
が
そ
う

し
た
意
図
を
も
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
諸
大
名
に
伝
わ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　

た
だ
、
こ
れ
か
ら
明
国
遠
征
に
出
向
く
と
い
う
時
期
に
、
そ
う
し
た
形
式

的
な
こ
と
を
秀
吉
が
な
ん
の
た
め
に
行
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
は
疑
問
と
し

て
残
る
。

	

し
か
し
、
晴
豊
が
秀
吉
を
「
上
様
」
と
呼
ぶ
こ
と
は
一
般
的
で
な
く
、
く
ず
し
字

も
明
ら
か
に
「
杉
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
、
秀
吉
は
清
華
家
を
真
似
て

関
白
に
就
任
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
当
然
な
が
ら
、
清
華
家
は
関
白
に
就
任
で
き

な
い
家
柄
な
の
で
あ
る
。

	
　

中
村
氏
の
著
作
に
お
い
て
は
、
利
休
切
腹
時
に
上
杉
軍
三
千
人
が
そ
の
屋
敷
を

取
り
囲
ん
だ
と
い
う
描
写
は
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
り
、
同
日
の
上
杉
景
勝
の
京
都

不
在
を
そ
の
根
拠
の
一
つ
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
豊
臣
期
に
お
い
て
、
朝
廷
に

対
す
る
献
上
は
秀
吉
と
そ
の
一
族
、
及
び
「
清
華
成
」
大
名
ら
に
限
定
さ
れ
て
お
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り
、
そ
の
行
為
は
彼
ら
の
畿
内
滞
在
中
に
な
さ
れ
る
こ
と
が
普
通
で
あ
っ
た
こ
と

を
踏
ま
え
れ
ば
、
朝
廷
に
対
す
る
「
清
華
成
」
再
度
御
礼
の
際
に
も
、
景
勝
は
在

京
し
て
い
た
と
考
え
た
方
が
合
理
的
だ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
中
村
氏
の
論
考

に
つ
い
て
は
、
史
料
翻
刻
の
精
査
な
ど
を
踏
ま
え
た
上
で
の
再
検
討
が
求
め
ら
れ

る
。

（
20
）	『
御
湯
殿
上
日
記
』
天
正
十
七
年
十
二
月
二
十
五
日
条
、
同
十
八
年
正
月
元
日
条
。

（
21
）	

下
村
效
「
天
正 
文
禄 
慶
長
年
間
の
公
家
成
・
諸
大
夫
成
一
覧
」（『
栃
木
史
学
』

七
、
一
九
九
三
年
三
月
）。

（
22
）	

輝
元
上
洛
時
の
毛
利
・
吉
川
・
小
早
川
家
の
昇
進
状
況
な
ど
に
つ
い
て
は
、
前
掲

拙
稿
注
（
15
）「
豊
臣
『
公
儀
』
の
確
立
と
諸
大
名
」
を
参
照
。

（
23
）	『
天
正
記
』（『
福
原
家
文
書
』
所
収
）。
別
名
『
天
正
朝
聘
日
記
』『
輝
元
公
上
洛

日
記
』。

（
24
）	

豊
臣
大
名
の
近
衛
武
官
任
官
状
況
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
中
世
武
家
権
力
の
秩
序

形
成
と
朝
廷
―
近
衛
府
の
任
官
状
況
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
國
史
学
』
二
〇
〇
、
二

〇
一
〇
年
四
月
）
を
参
照
。

（
25
）	

拙
稿
「
東
国
『
惣
無
事
』
政
策
の
展
開
と
家
康
・
景
勝
―
『
私
戦
』
の
禁
止
と

『
公
戦
』
の
遂
行
―
」（『
日
本
史
研
究
』
五
〇
九
、
二
〇
〇
五
年
一
月
）。


